
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

合同企業説明会スポット参加（1 回につき） 

  説明会（1 回）＋Jobway 掲載で6 万 2000 円 
（ 通年参加は計 3 回の説明会＋Jobway で 10 万円 ） 
 
 
 
 

1． 新入社員を採用したい 

2． 企業の若返りをはかりたい 

3． 現代の若者の感覚を知りたい 

4． 社員教育を充実させたい 

5． 企業の将来ビジョンを明確にしたい 

企業変革のきっかけづくりは同友会の共同求人で！ 

同友会事務局 まで 

（担当；白鳥） 

TEL 022-218-2571 
メール miyagi@m-doyu.gr.jp 

お申込み 

 共同求人活動とは？  
  ①1973 年に北海道同友会でスタート。宮城 

同友会での共同求人活動は今年で 16年目 
を迎えます。経営者自らが地域の学校を訪 
問し、先生方との懇談会を重ね、学校・父 
母との信頼を築いてきました。共同求人活 
動を通じて、中小企業への正しい認識を広 
げ、魅力ある企業・優れた人・豊かな地域 
づくりをめざします。 

 ②採用後は、社員共育委員会と連携し、入社 
後の新入社員合同入社式・新入社員共育研 
修会、フォローアップ研修会など各種社員 
教育で企業づくりをサポートします。共同 
求人活動を通じて、社内整備や経営指針の 
作成を行い、企業体質を強化してきた企業 
もたくさんあります。 

 ③求人サイト Jobway の利用で、近年、全国 
各地同友会との連携も強化されています。 
企業の詳細情報や募集要項も自社からリ 
アルタイムでのリモート更新が可能です。 
ＵターンやIターンを希望する学生や全国 
の就職部担当者からも、大きな期待が寄 
せられています。 

 

対象；2008年 3月卒業予定の学生（2008 年 4月入社予定者） 

翌年の採用活動スタート 

2006 年 参加企業募集開始 
Jobway オープン 

第１回合同企業説明会 

学校訪問（大学・短大・専門） 
経営者と就職部担当者の「就職懇談会」 

第 2回合同企業説明会 

学校訪問（高校） 

高校教師との共育懇談会 

夢文コンクール 
作品募集開始 

県南地域合同企業説明会 
秋の合同企業説明会 

新入社員合同入社式 
新入社員共育研修会 
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2007 年 

就職懇談会・共育懇談会 
情報・意見交換から、現在の
若者を育てるという共通の
課題を企業・学校の立場から
共に考えます。 

合同企業説明会 
参加学生が企業経営
者と直接語れるのが
同 友 会 の 合 説 の 特
長！自社のビジョン
を描き共に夢を実現
していく可能性をも
った若者と出会える
チャンスです！ 

その後の成長に応じて 

新入社員フォローアップ研修会、 
マナー研修会、同友会大学、 
社員共育塾 など 
社員共育委員会と連携し、フォロー。 
      主催；社員共育委員会 

 

新入社員合同入社式・共育研修会  
先輩社員の体験報告から、新入社員が自ら
の未来を描きます。マナー研修や仕事の基
本をグループ活動を通じて体験。「自ら考え
る」人間づくりを大切にしています。  

主催：社員共育委員会 

参 加 費 

   第 2回合同企業説明会（5/18）への  

参加希望の方は 5 月8 日（火）までお申込みください。 

※年間活動は以後も随時参加可能。お気軽にお問合せください。

締 切 

共同求人活動スケジュール 
（’06年度実績） 

第 2 回 合同企業説明会 開催！ 
5 月 18 日（金）13：00～16：00 

仙台市情報産業プラザ（AER ５F）にて 

～第 1 回（4/19）参加学生アンケートより～  
■ 最初のガイダンスがとてもためになった。就職活
動のみについてではなく、それを通して自分のこれか
らの人生について考えさせられる“きっかけ”になり
ました。参加してよかったです。 
■ 他社の合同企業説明会では「その場で選別される」
との緊張からガチガチだった自分。今日訪問した企業
の社長に、自分のことをいろいろ聞いてもらって、自
然体で話をすることができ、自信がつきました。 
■ 中小企業に対する自分の考えていたイメージと実
際とは違って、中小企業への魅力を感じました。 
 

 
少子化に伴う人材確保の難しい時代が到来！ 

経営者自らが自社のビジョンを 

イキイキと語ることが求められています 


